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1－2－2　直接定量分析

　　（a）使用分析機器及び条件

　　　全有機炭素分析計

　　　　型　式島津丁OG－10A
　　　　T　C　炉
　　　　　　温　度　　950℃
　　　　　　流　　量　　　200m1レイnin

　　　高速液体クロマトグラフ

　　　　型式GRC組立
　　　　『固定相　3h・dexGPO

　　　　溶　離　液　　クロロホルム

　　　　波　　　長　　271nm

　　　　検　出　器　　UV

　　（b）分析試料の前処理　　　　　　　　　　・操作

　　　　　　　　　1・試験液1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r二一一1
　　　　　一概il　　t←塩化ナトリウム　90g
　　　　　！伊oc試料11　1
　　　　　・一　い振とう
　　　　　　　　　　　　　！←濃塩酸1m1

　　　　　　　　　　　　　1←ク・・ホルム120m1

　　　　　　　　　　　　　1’振とう’

　　　　　　　　　　　　　i・静置
　　　　　　　　　　一一一一　　　　　　　　　　　　　 ×2
　　　　　　＿■＿」＿　　　　　．L
　　　　　　t水層目ク・・ホノレム層l

　　　　　　h『一　　「
　　　　　　　　　　　　　いろ過
　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　b250m1定容
　　　　　　　　　　、＿一
　　　　　　　　　　ilL　C試料
　　　　　　　　　　』．＿一＿r　　　　l’

←添加

1－3試験結果
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　　　7日目のアニリンの分解度　70％

　　　＊備考参照

1一・4　備　　考

　固（汚泥＋試料）一5については、クーロメーターの機械的なエ

　　ラー・が生じたため、5週目にクー・メーターから取りはずし、そ

　の後はオーブン系にて1週間培養し、T　O　G・1・G分析を行った。



　　　第2回試験

皿一1　試験期間　　昭和55年5月14日～昭和55年6月14H

皿一2　試験方法及び条件

　　　　霧鎌／灘騎熱に、る

H－2－1毅験条件

　　（a）　生分解試験条件

　　　　（1）微生物源：標準活性汚泥（1■oepp≠）

　　　　（2）　供試一物質濃度：50p卿

　　　　③試験期間：（28）日間

　　（b）　試験装置

　　　　　弟鎖箪酸素消費量測定装置　標準型

　　（c）試料の採取

　　　　　供試物質は固体のため天秤で9㎎精評し、各培養ビン

　　　　　　に添，加した。

　　（d）　BOD測定装置へのセット状況

i　　　1

　一挺　　　　　　　pHl　　　　i

畔隣国料跡に溶解」その水溶灘淡黄色であった　　70

『一　　　　　　　　　　　　4
1途中12～3日目で色が消え、汚泥の増殖が見られた。

臨画無色翫一Tz1

n－2－2

　　（a）

　　直接定量分析

　　使用分析機器及び条件

　全有機炭素分析計

　　型　式島津丁OC－10B
　　T　G　炉

　　　　温　度　　950℃

　　　　流量　180m1ノ衝n

　高速』液体クロマトグラフ

　　型　　　式　　CB　G組立

　　■固定相　μ一BondapakC18

　　溶離液　メタノール／水（70／50）

　　波　　　長　　254皿n

　　検　出　器　　UV

　　　　　　　　両頭
　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　i　　　　　　　　l
　　　　　　　l　　　　　　　　　l
　　　　〒一…一・難睡こ　　　　＝詮一一圭＝＿
　　　　，1TOG試料！　　iiLG試料ll
　　　　ヒ＝＝＝；一r・7㌃二D　　　！r一二＝’ニ二二＝＝＝ご一

（b）　分析試料の前処理　　　　　　　　　・操作 ←添加



皿一5　試験結果

「 1　分解度（％）1付 一
句

図 表
　

1　　　　＊ii酸素消費量による結果i
F　　　　　　　　　　　　　　！

iTgG計に坊結果1

囚　〇

四39
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且」1

H－2 1
一
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1　L G
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による結果1
　　　　　　　」

10e 1一ろ ∩
4
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n

　7日目のアニリンの分解度　67％

＊BOD値に差が生じたため別々に分解度を算出した。
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　　　第5回試験

1－1試験期間　　昭和55年7月25日～昭和55年8月7日

1－2　試験方法及び条件

　　　　懲lil｝湛講轍に、る

1－2・一・1　試験条件

　　　（a）　生分解試験条件

　　　　（1）　微生物源：標準活性汚泥（100ppm）

　　　　（2）　供試物質濃度：50ppm

　　　一（3）試験期間：（14）日間

　　　（b）試験装置

　　　　　　閉鎖系酸素消費量測定装置　’標準型

　　　（c）　試料の採取

　　　　　　供試物質は固体のため天秤で9㎎精科し、各培養ビン

　　　　　　に添加した。

　　　ω）10D磯置へのセット状況

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　pH
1一一 P謝水に溶解レ水溶液は淡い黄色を

鮭込時：

…　1呈して臨

汚蘇z・

水系　6．5
（オーフン系）

　　　　し
　　　　：汚泥が増殖し、4，5日目に溶液の色が
途　中
『∵」消竺
l　　　l
l　　　　i汚泥の増殖が見られ、水溶液は無色であ
1終了時1
1　　　1つた。

l　　i

汚泥系　z1

水系　5．9
（オーブ孫）

1－2－2　直接定量分析

　　　（a）使用分析機器及び条件

　　　　全有機炭素分析計

　　　　　型式島津丁OC－10A
　　　　　T　C　炉

　　　　　　　温　度　　980℃

　　　　　　　流量　200mレ金in

　　　　高速液体クロマトグラフ

　　　　　型　　　式　　GBG組立

　　　　　固定相　μB。ndapakO18
　　　　　溶離液　メタノール／水（70／50）

　　　　　波　　　長　　　254nm

　　　　　検出器　UV－VIS

　　（b）分析試料の前処理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・操作

　　　　　　　　区二蕨脚

　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　i　　　　　　　　　　l
　　　　　　　l　　　　　　　　　i

　　　　lT・・試料i　　l
　　　　　　　　　　　　　⊥
　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　　　　　　　巳塑

←添加



1－5試験結果

1

1分解度（％）i付
1　　　　　1

図i付　　表
　；

酸素消費量による結果！
　　　　　　　　1

48 1－1

　　　　　　　　F
TOO計による結果l
　　　　　　　　i

100 1－2 1一1

L　G 　　　　　　ケによる結果1 100 1－3 1・一2

7日目のアニリンの分解度　72％



5　考　　察

　　本物質の分解性を確認するため試験条件をかえて5回測定を

　　行った。

　　各々の試験結果を次表に示す。

総　合　試　験　結　果

i第1回翻第2回試験堅回試撃．1

以上の結果より、分解度にバラツキはみられるものの本物質は微

生物により分解されることが確認された。

一
　　　　モ
100　　i
　　　　1
　　　　｛
　50　1

　　4　　1

なむ、第3回試験にむいてB　ODによる分解度が直接定量結果に

比べて低い値となったが、これはTOD算出時に

N→NO2として計算しているためであり、実際の系中での反応

N→NH3を考慮すると、BOD分解度は64％となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（備考参照）

1試料濃度（ppm）1
　　　　　　　　　キ
1汚泥濃度（ppm）l
l　　　　　　　　　　　　l
！試験期澗（週　）l
I　　　　　　　I

30

100

　4

50

100

　2

　　　　　　　　「
分解度　（％　）l
　　　　　　　　i
　　　　　　　　i

　　　－BODによる
　　　　　　　　｝

　　　　　　　　I

　　　　　　　　i

　　　TOOによる
　　　　　　　　1

LGによる

｛
l
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　　　　ド
　　　　1

桜権
｛gi「／iii

｛
1
・
i ｛100100

100

｛
100
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　96

｛100100
100

→



備　　考

B　O　D分解度について

　本試験終了後の汚泥系について、アンモニウムイオンの検㎡を

　試みた結果、珠の値を得た。
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　　注）　いずれも基礎呼吸のN最生成量12地を補正した

　　　　値である。

　　　　　　　　ナ本試料の9㎎のNH4の理論生成量は、1．2㎎であり、この結果

NはN或とし記系中にほぼ100％残留しているものと思われ

る。

上記の結果により、N→M13としてT　O　Dを算出すると

BOD分解度は64％となる。

　　計’算式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　06H5NO3十　502→　6　GO2十　H20　十　NH4

　　　　502　　　　160．00
　　　　　　　　＝　　　　　　＝　1．15
　　　06H5NO3　　15911

　　TOD　＝　 1．15×9㎎＝　1〔工4㎎

　よって
　　　　　　　BOD－B　　　　　　　　　　6．7
　　分解度＝　　　　　X　100＝　　　　×　100＝64％
　　　　　　　TOD　　　　　　　　　1〔上4

　　＊インドフェノール法による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上



参　考　資　料

　芳香族ニトロ化合物の分解性について

　　　　置換位置
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@　iP　　…

一CH3 × ×

一〇CH3 × ×

一C2H5 ×

一

一C　OOH
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〇
一
×

　　　　　　×

　　　　｛

　　　　1×

一　　　　1－
1一斗一
　×　1　0
　　　　；

　　　　｝

　O　l　×　　　　i

注）　○良分解性

　　　×難分解性
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